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保有地の復原から考察する歴史時代における

散居村落・小村落の成立と構造

―胆沢扇状地の事例・（2）―

岡 村 光 展

Ⅰ は しがき

ⅠⅠ 胆沢川 上流部 の狭長 な段 丘面上 の 各 ｢ 字｣ における寛永期名請

人の 土 地保有形態の 復原

ⅠⅠⅠ まとめ と考察

キ ー ワ ー ド : 在 家, 屋敷名, 家号 ( 屋号) , 同族的紐帯 の 存否,

東 日本型散居村落
･ 小村落, 東 日本型集居村落

Ⅰ は しがき

筆者は これまで, 胆沢扇状地の 散居集落に関して ,

3 つ の 論稿
1 ) 2 ) 3 ) を発表して きた ｡ こ のうち, 第 3

番目の ,
｢ 保有地の 復原か ら考究す る歴 史時代に お

ける散居村落
~
･ 小村落の 成立 と構造一胆沢扇状地の

事例 ･ ( 1) - ｣ で は, 近世初頭 に おける名請人 の保有

耕地の 復原を通して , 中世の在家と散居村落の 成立 ･

展開の メ カ ニ ズ ム まで , 考察を進めた ｡ そ の 際, 寛

永年間の仙台藩の 検地帳に表示 された名請人の 保有

地積と ,
それ を継承 した 明治初頭にお ける各農家の

所有地積との 間に, こ の 間の保有耕地の増減分を除

桝ま, 差は僅少で ある ことを知り得た ｡ こ の こ とは ,

前稿に おける事例 で , 字金入道に つ い て , 寛永期名

請人 の 保有貫文高が幕末ま で 変わ らず継承され て い

るうえに, 明治初頭 の 農家の 所有地 積が , 寛永期の

名請人の 保有地積とほ とん ど
一 致 して い た こ とが判

明 した こ とか らも, 実証され る｡

仙台藩の寛永年間検地帳
4 )
は, 石高本位制に移行

した近世に 入 っ て さ えも, 中世に 用い られ て い た貫

2 0 0 5 . l l . 3 0 受理

文高表示を
一 筆ごとに 並記 して い る の が特色 で あ る ｡

広大な農村地域を領有して い た東北地方 の諸藩にお

い て
,
はた して , 近世初頭に実測に よる検地 が実施で

きたの か, それとも中世の 在家役巨体制の枠組を利

用しての ,
屋敷地を核とする保有貫文高の把握で あ っ

たの かは , 中世の 土地制度の 実態を探るうえで も今

後の 大きい 研究課題で あ ろう｡ 同様に, 明治期初頭

にお ける土地面積把握 の 方法も, 今後探究され る べ

きで あろう ｡ それ はともかく, 近世初頭 にお ける検

地帳の 地積と, 明治初頭の 地積とを直接対照する方

法の 有効な ことを見い 出 しえた ことは重要で ある ｡

今回, 研究対象と した胆沢川 上流部地域の 狭長な

河岸段丘面は , 上部の 段丘 の崖下か ら得られる用水

の 便も良く , 古くか らの居住も進み, 縄文期や弥生

期の 遺跡もみられ る｡ 中世の 在家を継承 した寛永期

名請人の屋敷地の 分布密度も高い ｡ 筆者は先に ,
こ

の 地 区におい て 近世初期に存在 した小同族集団は,

集居村落の 原型で あるとの 予察を示 して おい た
前注 1 )

｡

したが っ て , 近世初頭におけ る屋敷地と名請人の保

有耕地の 正確な復原, および同族的紐帯の 分析は,

集 ･ 散両居住様式成立 の メ カ ニ ズ ム ,
土地制度史に

おける中世の在家の 実態の解明の たやには, 有用で

あると考えられる ｡
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保有地の 復原から考究する歴史時代における散居村落
･ 小村落の成立と構造

ⅠⅠ 胆沢川上涜部の狭長な段丘面上の各 ｢字｣

における寛永期名請人 の土地保有形態の復

原

この地 区において は, か つ て ,
上流方面 ( 西方向)

か ら
,
板渡, 上鹿合, 北中沢, 南中沢, 下鹿合の 5

字が存在 して い たが , 寛永期名請人の屋敷が集中す

るの は, 上鹿合, 北中沢, 下鹿合の 3 字で ある ｡ こ

の 3 字に, 大歩,
上堰袋の 2 字を加えた 5 つ の ｢ 字｣

に つ い て 分析を進めたい ( 第 1 図) ｡

かみ し L あい

〔字上鹿合〕

まず, 寛永期名請人の 数も多く , 本 ･ 分家関係も

把捉で きる字上鹿合か ら, 検討を始めたい ｡ こ の宇

内の 西寄りに, 加藤系の 屋敷が集中して い る ( 第 2

図) ｡ こ の うち ,
明治の 上鹿合屋 敷加藤源内家は ,

寛永の 上鹿合屋敷平七の 家系 で ある . こ の隣に位置

する沢 口屋敷加藤源左 ヱ 門家も, 寛永の沢 口屋敷新

百姓彦惣の 家系 で あるが, 上記上鹿合屋敷加藤源内

家か らの 古い分家で ある｡ 寛永期以前にお ける古い

1 5 9

本 ･ 分家関係にありなが ら, そ の屋敷名を異にする

こ と自体, 在家の 独立的性格を示 して い る ｡ 同 じ例

は
,
後述する ごとく , 字大歩におい てもみられるが ,

上鹿合屋敷と沢口 屋敷の場合は, 隣り合 っ て い て も,

別個の 屋敷名を継承 して い る点が注目され る ｡

両足敷か ら南に少し離れ た欠の 下屋敷加藤源蔵家

が
, 寛永の欠屋敷新百姓帯刀の 家系に当るとする な

らば
,
上述 2 軒の 加藤家に加えて 3 軒の加藤家,

す

なわ も
,
屋敷名 ( 在家の名称) を異にする 3 つ の 在

家が ,
コ ソ パ ク トな 同族集団を形成 して い た こと に

なる ｡ 因み に , 屋敷地 の地積を ,
寛永期と明治期と

で 比較すれば ,
寛永の上鹿合屋敷平七 の 1 反 5 畝2 6

歩と 明治の加 藤源内の 2 反 1 畝 6 歩, 沢 口 屋敷新百

姓彦惣の 1 反 6 畝2 4 歩と加藤源左 ヱ 門の 1 反 2 畝,

欠屋敷新百姓帯刀の 1 反2 4 歩と加藤源蔵の 1 反 2 畝

と , 中世におけ る在家の核 で あ っ た寛永期の 屋敷地

が, い ずれも明治期にまで そ の名称と共に継承され

て い る ことがわ かる ｡ 明治期の状態か ら復原される

3 名請人の 保有耕地 も, 錯固形態を採 っ て い ない ｡

近世におい て形成された本 ･ 分家関係につ い て は ,

明治の 上鹿合屋敷加藤秀吉家と ,
幅屋敷加藤円大家

第 1 表 寛永18 (16 41) 年と明治初頭の , 字 ｢上鹿合｣ における居住者の保有 ( 所有) 地積の比較

寛永18年

屋 敷 名 名 請 人
田 畑 屋 敷 合 計

町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 戻 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩

上 鹿 合 平 七 ･ 7 . 9 . 1 3 ･ 7 . 1 . 0 1 ･ 1 . 5 . 2 6 1 . 6 . 6 . 1 0

沢 口 ( 新) 彦 惣 ･ 8 . 0 . 2 9 ･ 3 . 7 . 21 ･ 1 . 6 . 2 4 1 . 3 . 5 . 1 4

野 際 ( 新) 休 三 郎 ･ 8 . 7 . 2 3 ･ 2 . 9 . 0 8 ･ 1 . 5 . 0 9 1 . 3 . 2 . 1 0

荒 田 覚 右 ヱ 門 1 . 3 . 5 . 0 4 ･ 4 . 7 . 1 6 ･ . ■9 . 1 0 1 . 9 . 2 . 0 0

欠 ( 新) 帯 刀 ･ . 7 . 1 4 ･ 3 . 9 . 2 2 ･ 1 . 0 . 2 4 ･ 5 . 8 . 0 0

( 節) は新百姓

明治初頭

家 号

( 屋 敷名)
居 住 者

田

町 ･ 反 ･ 畝 ･ 歩

畑

町 ･ 反 ･ 畝 ･ 歩

宅 地

町
･ 反 ･ 畝 ･ 歩

合 計

町 ･ 反 ･ 畝 ･ 歩

ノ

幅

沢

欠

野

沢

荒

ロ

下

加 藤 源 内

加 藤 菊 太 郎

加 藤 秀 吉

加 藤源左 ヱ 門

加 藤 源 蔵

加 藤 円 大

井 面 喜 太 郎

井 面 卯 ノ 松

井 面 菊 之 助

9 ･ 5 ･ 2 2

･ ･ 0

5 ･ 1 ･ 0 8

7 ･ 2 ･ 1 4

6 ･ 1 ･ 2 9

5 ･ 6 ･ 0 4

8 ･ 3 ･ 1 6

5 ･ 6 ･ 1 6

6 ･ 8 ･ 1 8

･ 6 ･ 3 ･ 2 2

･ 3 ･ 8 ･ 0 1

･ 9 ･ 6 ･ 2 6

1 ･ 2 ･ 5 ･ 1 2

･ 6 ･ 9 ･ 2 1

･ 2 ･ 5 ･ 2 8

･ 4 ･ 6 ･ 0 8

･ 3 ･ 3 ･ 2 0

･ 4 ･ 3 ･ 2 0

･ 2 ･ 1 ･ 0 6

･ 1 ･ 0 ･ 1 5

･ ･ 2 ･ 2 7

･ 1 ･ 2 ･ 0 0

･ 1 ･ 2 ･ 0 0

･ ･ 8 ･ 2 4

･ ･ 6 ･ 1 2

･
･ 3 ･ 2 2

･ ･ 7 ･ 1 2

1 ･ 8 ･ 0 ･ 2 0

･ 4 ･ 8 ･ 1 6

2 ･ 5 ･ 1 ･ 0 1

3 ･ 0 ･ 9 ･ 2 6

1 ･ 5 ･ 3 ･ 2 0

1 ･ 0 ･ 0 ･ 2 6

2 ･ 3 ･ 6 ･ 0 6

･ 9 ･ 3 ･ 2 8

1 ･ 1 ･ 9 ･ 2 0
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沢 口屋敷 ･ 加藤源左 ヱ 門 皿 上鹿合屋敷 ･ 加藤菊太郎

上鹿合屋敷 ･ 加藤源内 国 幅屋敷 ･ 加藤円太

国 欠の 下屋敷 ･ 加藤源蔵 E≡∃ 上鹿合屋敷 ･ 加藤秀吉

第 2 図 明治初頭の字 ｢上鹿合｣ における土地所有の状態(1) - 加藤家系

歪国 野際屋敷 ･ 井面喜太郎

荒田屋敷 ･ 井面菊之助

第 3 図 明治初頭の字 ｢ 上鹿合｣ における土地所有の状態(2)

沢迎屋敷 ･ 井面卯ノ 松

い の も

井面家系



保有地の 復原か ら考究する歴史時代における散居村落
･ 小村落の 成立 と構造

が
,
加藤系総本家 ( 明治の加藤源内家, 寛永の 上鹿

合屋敷平七 の家系) か らの 分家で ある｡

加藤系における分家の成立 期と屋敷名と の 関係が

明瞭に示 して い る よう に, 寛永検地帳に独立 した名

請人と して登録された 中世以前におけ る分家は , 本

分家間の距離や分家の位置には関係なく , 本家と は

異なる屋敷名を冠して い る ｡ すなわ ち, 分家も独立

した 1 個の 在家で あ っ た ことを示 して い る ｡ これ に

対 して , 近世にお ける分家は , 分家 の 屋敷地が本家

に隣接する場合に は本家と 同じ屋敷名を ( 場所が同

じなの で) , 本家と はかけ離れた場所に 分家する場

合には , そ の 土地 の名称を新しい屋敷名に用い て い

るた めに , 本家とは異なる屋敷名を冠 して い る こ と

が多い ことがわか る ｡ 時代により, 分家の 屋敷名の

冠 し方に相違の ある ことが判明する字 で ある が, 中

世における屋敷名の 付し方 ( すなわち在家の 名称)

からは
,
小農民と して の 在家の 独立性の 高さ が想起

される ｡ そ こ に, 強固な 同族的紐帯が成立する余地

は無く ,
こ の ことが散居地域における在家の特質と

言え ようo

字上鹿合の 中央部に は, 同字におけ るもう 一

つ の
い の も

系統で ある井面系の 屋敷が分布 して い る ( 第 3 図) ｡

こ のう ち, 明治の 野際屋敷井面喜太郎家は, 井面系
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の総本家で あり, 筆者の 過去帳の 分析によ っ て も天

和 2 年没の 喜兵 ヱ まで 遡及 で きる ｡ これが寛永 の 野

際屋敷新百姓休三郎の 家系に当たると考えられる ｡

同家か らの 古い 分家と考えられる ,
明治の沢迎 屋敷

井面卯ノ 松家は, 代数百姓書上げの 家系上 に , 明治

と同 じ名前が存在 して い る ことか ら, 寛永の 荒田屋

敷覚右 ヱ 門の 家系に当た る ことがわか る｡ 屋敷名の

変化は, 屋敷地の 移転な どの 理由に よるもの と思わ

れるo 本家の野際屋敷, 分家の 荒田または沢迎屋敷 ,

い ずれ にせ よ, 古 い 同族関係に ある 2 人の 寛永名請

人の 屋敷名 ( すなわ ち中世在家の 名称) の違 い は ,

前述の加藤系同様,
在家の 独立的性格を示 して い る｡

しも ししあい

〔字北中沢〕 I 〔李下鹿合〕

次に, 字上鹿合に東隣する字北中沢には , 寛永期

に 中沢屋敷四郎左 ヱ 門,
中鹿合屋敷新百姓清三郎な

どの 4 名請人が居を構えて い た ｡ 代数百姓書上 に登

録された中沢屋敷安倍四郎左 ヱ 門 ( 専右 ヱ 門) の家

系は ,
明治には下鹿合屋敷 ( 庄屋) の 屋敷名を冠 し

て い るが ,
これ が寛永 の 中沢屋敷四郎左 ヱ 門の 家系

に当たる ｡ 寛永の 四郎左 ヱ 門の保有地積 3 町 6 反 4

歩は, 明治の安倍四郎左 ヱ 門 ( 専右 ヱ 門) の 2 町 5

反 2 畝 7 歩に至 っ て 少 し減少 して い るが, これは分

第 2 表 寛永18 年 (1 64 り と明治初頭の , 字 ｢北中沢｣ における居住者の保有 (所有) 地積の比較

寛永1 8年
･

屋 敷 名 名 請 人
日] 畑 屋 敷 合 計

町 . 戻 . 畝 . 歩 町 . 反 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩

中 鹿 合 ( 新) 清 三 郎 ･ 2 . 7 . 1 2 ･ 5 . 6 . 2 3 ･ . 3 . 0 0 ･ 8 . 7 . 0 5

中 沢 四 郎 左 ヱ 門 1 . 9 . 4 . 1 2 1 . 5 . 2 . 2 8 ･ 1 . 2 . 2 4 3 . 6 . 0 . 0 4

山 岸 右 馬 之 丞 1 . 0 . 6 . 2 3 ･ 6 . 0 . 0 2 ･ 1 . 0 . 1 2 1 . 7 . 7 . 0 7

中 在 隼 人 1 . 2 . 3 . 1 9 1 . 2 . 8 . 1 0 ･ 1 . 3 . 0 6 2 . 6 . 5 . 0 5

明治初頭

家 号
居 住 者

田 畑 宅 地 合 計 ､

( 屋敷名) 町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩 吋 . 皮 . 畝 ｣ 歩

中 沢 阿 部 杢 兵 ヱ ･ 9 . 3 . 1 9 ･ 4 . 2 . 1 9 ･ 1 . 5 . 0 0 1 . 5 . 1 .

′0 8

〟 安 倍 栄 作 ･ 5 . 0 . 2 5 ･ 4 . 0 . 0 5 ･ 2 . 0 . 0 9 1 . 1 . 1 . 0 9

大 桜 安 倍 嘉 蔵 ･ 7 . 9 . 0 5 ･ 5 . 9 . 0 5 '

:.
6
,
. 0 0 1

､
. ~ 4 . 4 . 1 0

下 鹿 合 庄 屋 ･
安 倍 四月β左 ヱ 門
( 専 右 ヱ 門)I 1

. 1 . 8 . 1 7 1 . 1
.
. 0
_
. 2 3 ･ 2 . 2 . 2 7 2 ｢ 5

~
. 2 . 0 7

下 度 合 竹き京 安倍治左 ヱ 門 ･ 8 . 6 . 1 2 ･ 7､ . 2 . 2 0 ･ 1 . 2 . 0 5 1 . 7 . 1 . 0 7

下 鹿 合 新 星 安 倍 文 七 ･ 1 . 2 . 2 5 ･ 5 . 0 . 1 9 ･ 1 . 2 . 1 0 ･ 7 . 5 . 2 4

山 岸 高 橋 孫 市 ･ 4 . 1 . 2 9 ･ 2 . 6 . 2 4 ･ 2 . 7 . 0 4 1 . 0 . 5 . 1 3

山 岸 岩 ノ 上 高 橋 新 五 郎 ･ 7 . 0 . 2 8 ･ 4 . 2 . 2 3 ･
~
1 . 0 . 2 9 1 . 2 . 4 . 2 0

中才( 荏) . 下 高橋伝左 ヱ 門 ･ 7 . 5 . 1 6 ･ 7 . 7 . 0 7 ･ 1 † 8 . 2 0 1 . 7 . 1 . 1 3
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下鹿合屋敷 ･ 安倍四郎左ヱ 門 下鹿合屋敷 ･ 安倍次左 ヱ 門

団 下鹿合屋敷 ･ 安倍四郎左 ヱ 門(専右 ヱ 門) 匿国 中沢屋敷 ･ 安倍永作

匠詔 下鹿合屋敷 ･ 安倍次左 ヱ 門 皿皿 大桜屋敷 ･ 安倍嘉蔵

下鹿合屋敷 ･ 安倍文七

第 4 図 明治初頭の字 ｢北中沢｣ における土地所有の状態(1) 一 安倍家系

国 山岸屋敷 ･ 高橋孫市

第 5 図 明治初頭の字 ｢ 北中沢｣ における土地所有の状態(2) 一 高橋家系



保有地の 復原から考究する歴史時代における散居村落
･ 小村落の 成立と構造

家派出によるもの で ある｡

四郎左 ヱ 門の 屋敷の 近く には ,
同じ下鹿合の 屋敷

名を冠する安倍家が 2 軒存在 し, こ の うち下 鹿合
･

竹原屋敷安倍次左 ヱ 門家は, 筆者の 過去帳の 分析に

よ っ て も
,
享 保 3 年投の 権十郎娘ま で 遡及で きる ｡

こ の際 , 寛永の 中沢屋敷 ･ 四郎左 ヱ 門の 3 町 6 反も

の 耕地 は ,
到底手作り不可能で あり, 近世に分家と

して 独立 したか に見える本家と 同 一 屋敷名を冠 した

経営体 ( 農家) も, 寛永名請人の保有地の 中に含ま

れて い た もの と考えられよ う｡ 因みに , 明治の下鹿

合屋敷 3 軒の 安倍家 の 遠距離分を除く所有田 の 合計

は 1 町 7 反 8 畝2 1 歩 ,
所有畑屋敷 ( 遠距離の畑を除

く) の 合計は 2 町 2 反 2 畝 6 歩 , 両者の 合計は 4 町

2 7 歩と なる｡ これら は, 寛永の 四郎左 ヱ 門の保有田

の地積 1 町 9 反 4 畝1 2 歩, 畑屋敷 1 町 6 反 5 畝2 2 歩,

両者の 合計 3 町 6 反 4 歩に近い こ とがわ かる ｡

次に注目されるの は, こ の 字北中沢と ,
その 下手

側に隣り合 っ て い た字下鹿合と に, 1 軒ずつ 存在 し
ぎい ざい

て い る中才 ( 中在または中斎とも呼ばれる) 屋敷で

あるo 字北中沢における中才 ･ 下屋敷高橋伝左 ヱ 門

家は , 筆者の 過去帳分析に よ っ て も, また ｢ 代数百

姓書上｣ か らも, 寛永の 中在屋敷隼人の 家系で ある

ことがわか る｡ 当家か らの 古い分家と伝えられる字

下鹿合の 中才屋敷高橋権治郎家は , 筆者の過去帳分

析か らは, 延享年間まで遡及で きる o

と こ ろで , 明治期の 2 軒の所有地積の和が ,
寛永

の 隼人 の保有地積と ほ とん ど
一 致して い る｡ 明治期

における 2 軒の 中才屋敷高橋家の 所有田は ,
それぞ

れ
,
7 反 5 畝1 6 歩と ,

3 反 4 畝1 9 歩で ,
そ の 和の 1

町 1 反 5 歩が, 隼人の保有田の 1 町 2 反 3 畝1 9 歩に
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当たる ｡ さ らに 2 軒 の 所有畑 の 7 反 7 畝 7 歩と 3 反

8 畝 5 歩の 和 1 町 1 反 5 畝1 2 歩は ,
隼人の 保有畑の

1 町 2 反 8 畝1 0 歩に当たる ｡ また ,
隼人の屋敷 1 反

3 畝 6 歩は明治の 2 軒の 宅地面積の 合計の 2 反 8 畝

1 2 歩よりも, 1 反 5 畝余少ない ｡ しか し, 畑
･ 屋敷

面積で 比較すれば, 隼人の 畑 ･ 屋敷は 1 町4 反 1 畝

1 6 歩,
明治の 2 軒の 畑 ･ 宅地 面積の 合計は 1 町 4 反

3 畝2 4 歩で , 両者はほ ぼ
一

致して い る｡ さらに , 明

治の 2 軒の 総所有地 ( 田 ･ 畑 ･ 宅地) 面積の 合計 2

町 5 反 3 畝2 9 歩は, 隼人 の 2 町 6 反 5 畝 5 歩に ほぼ

一 致 して い る ｡ こ の ように , 明治の 2 軒の 中才 ( 中

荏) 屋敷高橋家の所有地 こ そ , 寛永の 隼人の 保有地

で あ っ た こ とがわ かる ｡

筆者は先に, 字金入道と字八 幡屋敷の 事例に つ い

て, 明治期における複数の農家の 所有地 こそ , 寛永

期の 1 人の名請人の 保有地そ の もの で ある ことを指

摘 して , 寛永検地当時に おい て , 複数の経営体 ( 農

莱) が 1 名請人を構成して い た こ とを示 して おい た ｡

隼人 の場合は , 字を越えて も同族関係にあり ,
か つ

同
一 屋敷名を冠して い る複数の 経営体 (農家) が ,

1 寛永期名請人 ( 1 在家) を構成 して い た こ とが重

要で あるo 同 じ屋敷名を有する複数の 経営体 ( 農家)

が
,
字を越える ほ どの距離を隔て て い て さ え, 1 名

請人 ( 1 在家) を構成 して いた事実は , 前稿におい

て指摘 して おいた 字金入道や字八 幡屋敷の 事例の よ

うに , 屋敷地 が近接 して い た場合には , 紛れ も無く

同様な構造で ある こ とを裏付けるもの と言 えよう ｡

歴史学に お い て は , 中世 の 大土地保有の在家
･ 名

主が分解 し, 太閤検地 を境に , 通常規模の 本百姓体

制が確立するとい うの が通説 で ある が, はた して そ

第 3 表 寛永1 8 年 (164 1) と明治初頭の , 字 ｢ 下鹿合｣ における居住者の保有 (所有) 地積の比較

寛永18 年

屋 敷 名 名 請 人
田 畑 屋 敷 合 計

町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 .

歩 町
. 皮 . 畝 . 歩 町 . 反 . 畝 . 歩

中 在 隼人 (｢ 字北中沢｣ の隼人に 同 じ三 保石地も含まれて い る ○)

符 金 小 吉 ･ 8 . 9 . 2 8 ･ 7 . 4 . 2 3 ･ 1 . 4 . 1 2 1 . 7 . 9 . 0 3

明治初頭

家 号
居 住 者

田 畑 宅 地 合 計

( 屋敷名) 町 . 戻 . 畝 . 歩 町 . 反 . 畝 . 歩 町 . 戻 . 畝 . 歩 町 . 戻 . 畝 . 歩

中 才 ( 荏) 高 橋 権 治 郎 ･ 3 . 4 . 1 9 ･ 3 . 8 . 0 5
･ . 9 . 2 2 ･ 8

.
. 2 . 1 6

符 金 阿 部 市 五 郎 ･ 7 . 5 . 0 1 ･ 7 . 3 . 0 4 ･ 1 . 5 . 0 4 1 . 6 . 3 . 0 9

中 瀬 高 橋 市 之 丞 ･ 9 . 1 . 2 2 ･ 8 . 3 . 0 7 ･ 1 . 2 . l l 1 . 8 . 7 . 1 0

硯 の 木 阿 部 六 兵 ヱ ･ 4 . 3 . 1 6 ･ 3 . 1 . 0 1 ･ . 5 . 1 5 ･
＼

8 . 0 . 0 2
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西隣の 字 ｢ 北中沢｣ に居住 して い る中才( 下) 屋敷 ･ 高橋伝左 ヱ 門の所有地

中瀬屋敷 ･ 高橋市之丞

第 6 園 明治初頭の字 ｢ 下鹿合｣ にお ける土地所有の状態(り 一 高橋家系

槻の 木屋敷 ･ 阿部 六兵 ヱ

第 7 図 明治初頭の字 ｢ 下鹿合｣ における土地所有の状態(2) 一 阿部家系



保有地の復原から考究す る歴史時代における散居村落 ･ 小村落の成立と構造

うで あろうか ｡ 古文書の み で は解明が不可能な村落

構成の 実態に 関して は, 考古学
5) の 成果も援用 して

,

再検討が求められ よう ｡ 集約的な労働力の 投下 が必

要な水 田経営を柱とする限り, 自己の経営耕地 にほ

ど良く近接で きる場所に居を構える方が望ま しい か

ら で ある ｡

なお, 屋敷名は! もともと, 所在する屋敷の 地名 ,

すなわ ち屋敷地 の 名称 で ある ｡ 隼人の ように, 1 名

請人が字を越えるほ ど距離を隔 っ て も , 同
一 屋敷名

を冠した複数の 農家か ら構成されて い た の は, それ

が古い 同族関係の上に立脚した 1 在家に他ならなか っ

たか らで ある｡ 古い 同族関係下に あ っ ても,
同

一 在

家で な けれ ば, 近距離で あ っ て も別の 屋敷名を冠す

る こと ば
,
すで に字上鹿合の 加藤家系に つ い て も示

した ｡ こ の 下鹿合の 中才屋敷の 隣の 屋敷名も ｢ 中瀬

星敷｣ で あり , 場所が 同じで も, 同
一

在家に属さ な

い 限り, 屋敷名は異になる ことを示 して い る ｡

おおあご

〔字大歩〕

字大歩に関して は, 前稿に おい て も触れた ごとく ,

1 つ の 字に 瀧ノ 上屋敷新百姓彦惣, 大 歩屋敷平八 の

2 名請人が居を構え て い た ( ⅠⅠタイ プ) ｡ 後者の 当

主で ある阿部謹
- 氏 へ の聞き取りに よれば, 同家は ,

先祖が前九年の 役で 没 した安倍
一 族を埋葬した と伝

えられ るほ どの 旧家で ある ｡ 寛永検地 帳に , 屋敷名

を異にする別個 の名請人と して登録されて い る こ と

が示 して い る ように , 両者はま っ たく別個の在家で

あるo 前述の 中才 ( 中在) 屋敷とは対照的で ある ｡

字の境界を越えて距離を隔て て も同
一 の 在家を構

成 した り ( 中在屋敷の 2 軒) , 別個の 在家であ っ た

り (瀧 ノ 上屋敷と大歩屋敷) の相違が , 何に起因す
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るか は不 明 で ある｡ 後者の 場合は, 本 ･ 分家関係と

は言 っ て も, 各 々 の居住の 歴史が古く ,
中世末 - 近

世初頭 におい て , そ の 同族意識もほ とん ど消滅 して

い た と考えられ よう｡ 既に触れた , 字上鹿合におけ

る加藤系の 上鹿合屋敷と沢口 屋敷の 事例と 同様で あ

る｡ こ れとは逆に, 中才 ( 中在) 屋敷の 2 軒は, 近

世初頭期に , 同族意識が存続して い たもの と考えら

れ る｡

〔字上堰袋〕

前稿 で 取り上 げた字金入道よりは下流部で, 同じ

く胆沢川に面 した字上堰袋は, 現在は水 田の み を残

して い るが , 明治期初頭を=
_
畔, 4 軒の 農家が存在 し

て い た ｡ さ らに , 寛永期には 3 人の 名請人が居を構

えて い た ｡ 明治の 4 軒の うち ,
上関袋屋敷阿部甚之

丞 家は , 寛永の 上関袋屋敷弥
一

郎の 家系に, 関袋足
そ り

敷松平種蔵家は寛永の 関袋屋 敷外記の 家系に , 雪馬

屋敷渡辺茂右 ヱ 門家は寛永の 雪馬屋敷新百姓勘三 郎

の 家系に, そ れぞれ 当た る｡

耕地面積を寛永と 明治と で 比較すれ ば, 寛永の 上

関袋屋敷弥
一 郎が , 明治期に減少 して い る以外は,

寛永と明治とで大きい 差は無い ｡ 弥
一 郎の減少分は ,

寛永期には未だ存在 して い なか っ た 明治の 川前屋敷

阿部今朝之丞 家の 分で ある ｡ こう して , 明治期の土

地保有形態に基づい て ,
1 つ の 宇内における複数の

寛永期名請人 ( 複数の在家) の 土地保有形態が , 完

全に復原される ｡ 貫文高で 比較 して も, 幕末にお け

る上 関袋屋敷の保有貫文高は9 7 3 文, 川前屋敷は5 2 3

文 で , 両者 を合わせ た1 4 9 6 文 ( 1 貫4 9 6 文) は ,
寛

永の 上関袋屋敷弥 一 郎の1 4 5 9 文にほ ぼ
一 致して い る ｡

さ らに, 幕末におい て 関袋屋敷が保有 して い た1 7 1 9

第 4 表 寛永1 8 年 (1 64 り と明治初頭の , 字 ｢ 大歩｣ における居住者の保有 (所有) 地積の比較

寛永18 年

屋 敷 名 名 請 人
田. 畑 屋 敷 合 計

町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 反 . 戟 . 歩 町 . 反 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩

瀧 ノ 上 ( 新) 孫 惣 ･ . 6 . 2 4 ･ 3 . 5 . 0 2 ･ 3 . 2 . 0 0 ･ 7 . 3 . 2 6

大 歩 平 八 ･ 2 . 4 . 1 4 1 . 5 . 0 . 0 4 ･ 1 . 9 . 2 4 1 . 9 . 4 . 1 2

明治初頭

家 号
居 住 者

田 畑 宅 地 合 計

( 屋敷名) 町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 戻 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝
. 歩

瀧 ノ 上 阿 部 繁 蔵 ･ 1 . 4 . 1 8 ･ 3 . 5 . 2 0 ･ 3 . 5 . 2 8 ･ 8 . 6 . 0 6

大 歩 阿部弥次右ヱ 門 1 . 3 . 0 . 2 6 1 . 7 . 9 . 2 7 ･ 2 . 4 . 2 7 3 . 3 . 5 . 2 0

大 歩 阿 部 弥 七 ･ 7 . 8 . 1 3 ･ 4 . 3 . 1 4 ･ 1 . 1 . 1 0 1 . 3 . 3 . 0 7
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瀧ノ上屋敷 ･ 阿部繁蔵

団 瀧ノ 上屋敷 ･ 阿部繁蔵

大歩屋敷 ･ 阿部弥次右ヱ 門

大歩屋敷 ･ 阿部弥七

おおあご

第 8 図 明治初頭の字 ｢ 大歩｣ における土地所有の状態

上関袋屋敷 ･ 阿部甚之丞 閑袋屋敷 ･ 松平種蔵

囲 関袋屋敷
･ 松平種蔵

田 川前屋敷 ･ 阿部今朝之丞

第 9 図 明治初頭の字 ｢ 上堰袋｣ における土地所有の状態



保有地の 復原から考究する歴史時代における散居村落 ･ 小村落の成立 と構造

第 5 表 寛永18 年 (16 4 り と明治初頭の , 字 ｢ 上堰袋｣ における居住者の保有 (所有) 地積の比較

寛永柑年
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屋 敷 名 毛 請 人
田 畑 宅 地 合 計

町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩 ~町 . 皮 . 畝 . 歩

上 関 袋 弥 市 郎 1 . 0 . 4 . 0 5 1 . 2 . 4 . 1 5 ･ 1 . 7 . 1 0 2 . 4 . 6 . 0 0

関 袋 外 記 1 . 1 . 9 . 0 0 ･ 6 . 4 . 0 8 ･ 2 . 4 . 08 2 . 0 . 7 . 1 6

雪 馬 ( 節) 勘 三 郎 1 . 4 . 3 . 0 7 ･ 6 . 4 . 2 9 ･ 1 . 5 . 09 2 . 2 . 3 . 1 5

明治初頭

家 号
居 住 者

田 畑 宅 地 合 計

( 屋敷名) 町 . 反 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩 町 . 反 . 畝 . 歩 町 . 皮 . 畝 . 歩

上 関 袋 阿 部 甚 之 丞 ･ 9 . 5 . 1 7 ･ 6 . 1 . 0 9 ･ 1 . 0 . 28 1 . 6 . 7 . 24

関 袋 松 平 種 蔵 1 . 2 . 9 . 0 1 ･ 5 . 2 . 2 1 ･ . 8 . 0 2 1 . 8 . 9 . 2 4

雪 馬 渡辺茂右 ヱ 門 ･ 8 . 2 . 1 5 ･ 7 . 9 . 0 3 ･ 1 . 8 . 2 3 1 . 8 . 0 . l l

川 前 阿部今朝之丞 ･ 4 . 7 . 2 6 ･ 6 . 6 . 0 9 I . 8 . 2 9 1 . 2 . 3 . 0 4

文は, 寛永の関袋屋敷外記の1 71 9 文と 一 致しており ,

外記の保有地 が変化する ことなく ,
そ の まま 明治の

松平種蔵家に継承され て い る ことがわ かる ｡ こ の よ

うに
,
明治期初頭 における 4 軒の 所有耕地 ･ 宅地 は ,

寛永期に おける 3 名請人の 耕地 ･ 屋敷地 の保有形態

を示 したもの と言 える｡ 復原し得た 3 名請人 ( 3 在

衣) の 屋敷地は , 字の 中央の 徴高地 に南北方向に並

び
,

コ ン パ ク トな列状の散居景観を呈 して い た ｡ 3

名請人 の保有耕地 の分布は , 雪馬屋敷新百姓勘三郎

が, やや分散的傾向を示 して い る点を除けば ,
そ れ

ぞ れ 一 円的で 錯圃形態もみ られ ない ｡ 勘 三郎のやや

分散的な傾向は, 同
一

宇内に他の名請人と並存 した

場合 ( ⅠⅠタイ プの 居住様式) におけ る ,
｢ 新百姓｣

の性格を示 して い るもの と言 えよう ｡ これと は対照

的に , 関袋屋敷外記 の 保有耕地 は, 屋敷の 下手 ･ 東

側に 一

円的に拡が っ て い る o

字上堰袋にみ られた, かか る居住形態は, _胆沢川

の 南岸に位置 して ほ とん ど濯概用水に不便を生 じな

い
, 恵まれた場所を占めた在家の居住形態を示すも

の で
, 典型的なⅠⅠタイ プの 居住様式 ( 1 つ の字に複

数の 寛永期名請人が居住) で あ っ た ｡ 屋敷名に加 え

て
,
明治期における姓も異に して い る こ とが示 して

い る ように, 3 つ の 在家には , 同族関係は存在して

い なか っ た｡ 居住適地 を選好 して , 在家が個々 に入

檀, 耕地 開墾を進めた姿を示 して い る｡

ⅠⅠⅠ まとめ と考察

本稿におい て取り上げた事例は ,
い ずれ も, 農業

用水や居住地 の 条件に優れ ,
胆沢扇状地 の 中で は早

くか ら耕地 開発が進め られ た地 区で ある｡ したが っ

て , 前稿におい て 詳述 した ように 1 字を基準に した

居住形態を想定すれば, 本稿 で 取り上 げた字は, す

べ てⅠⅠタイ プ ( 1 字に複数 の 寛永期名請人, すなわ

ち中世におい て複数の 在家が居住) の 居住形態で あ っ

た ｡ これの 分析か らは, 多くの 示唆が与えられる ｡

まず, 同
一 宇内に おい て , 複数の 寛永期名請人

( 在家) 間に同族関係が存在して い た場合, 本 ･ 分

家間の距離の 遠近にかかわ らず, 分家は本家とは別

の 屋敷名を冠して い る｡ こ の 事例は, 前稿におい て

字前 酬 こ つ い て もみ られたが , 本稿で 取り上げた字

上鹿合における加藤系や , 字大歩 の 阿部系の 事例は

も っ と明瞭で ある｡ 距離の 近い もの は, 本家の 屋敷

地 に隣接 した場所に分家を しなが らも, 本家と は別

個の屋 敷名を冠して い る ｡ それ で も本 ･ 分家間に,

寛永名請人当時 ( 中世の 在家役産休制当時) にお い

て も,
そ の 保有耕地 の 錯圃関係もなか っ た ｡ 中世に

おける在家の
,
1 経営体と して の 独立性を示 して い

るもの と考えられるが, そもそ も散居地域にお い て

は, 本 ･ 分家関係の 成立当時から ,
同族意識は稀薄

で あ っ た と言 えよう ｡

字上堰袋におい て 復原される中世後期
- 近世初頭

の 耕地と邑敷 の 景観は, 家系を異に する複数 の 寛永

期名請人 ( 在家) が ,
1 つ の 字の 中に居を構えた典
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中 世 寛永検地帳時 明治期初頭

屋敷他の名称

に起源する が
,

在家の名称で も

ある｡

i) 1 在家( 1 寛永名論

人) が, 単 一 の経営体

( 農家) から構成され

てい た場合｡

ii) 1 在家(1 寛永名請

人) が複数の経営体

(農家) から構成され

ていた場合｡

や

寛永検地帳には屋敷名と名 屋敷名 は , ｢ 屋号｣ も しくは
や

請人名が登録される. ｢在家｣ ｢屋号｣ と呼称されるようになっ

の名称に由来する｢屋敷名は｣ , ており, ｢ 屋敷地の名称｣ よりも,

｢屋敷地の名称化｣ (地名化) ｢属家的性格｣ を濃くしている｡

している｡

□□在家
-

→ ロロ屋敷
･ -

塙 ヱ 門
絶 家

〉□□星敷0 0 家(家系が継那 れている場合o)

→ × = ･ ･ - > ロロ屋敷A A 家(絶家後に
,
新しい居住者により

,
耕地と屋敷地が継承

された場合｡ この場合
, 絶家前の本来の家系とは別の

姓になる｡)

ロコ在家 ー [:□畳敦
･ ･ ･ ･ ･ ･ 左ヱ 門 〉

□□屋敷0 0 家

□□屋敷0 0 家

□□屋敷0 0 家

□□屋敷A △家(複数の経営体(農家) のうち,
一

部が絶家し, 絶家

後に, 新しい居住者により, 耕地と屋敷地が継東さ

れた場合｡)

第10 図 在家名 ･ 屋敷名の継承形態と , その性格の 変化

中 世 寛永検地帳時 近 世 明治期初頭

i) 中世以前に形成された同族関係(中世

以前の分家)

本家から距離を隔てた場所に分家した

場合は勿論のこと
,
本家の屋敷に隣接し

た頃所に分家した場合で も
, 本家とは別

個の屋敷名を冠する｡ これが
, 分家の在

家名になる｡

口□在家 → ロロ屋敷
- ･ ･ ･

右ヱ 門 + 〉□□屋敷0 0 家

＼
分

家
A △在家 ー △△屋敷 ･ ･ ･ ･ ･ 左ヱ 門 + 〉 A △屋敷0 0 家

ii) 走世において形成された同族関係(近 口口在家 → ロロ屋敷- ･ ･ . ･ ･ 右ヱ 門

世の 分家)

分家の屋敷名の採り方は
,
本 ･ 分家間

の距離によっ て異なる｡

ロロ屋敷0 0 家( 本家筋)

ロロ屋敷0 0 家

( 本家の屋敷地に隣接して分家した場合は, 本家と同じ
分
家
屋敷名を冠するo)

× ×屋敷0 0 家

(本家から距離を隔てた場所に分家した場合には
,
本家

とは別個の
,
そ の場所の名称を屋敷名として 冠する｡ 絶

家した跡を踏襲する場合も同じ｡)

※中世の在家名に由来し
, 寛永検地帳や安永風土記にも記載され

た屋敷名も, 明治期以降の分家に対しては, これが用いられる

事はない｡

第1 1 国 分家派生時にお ける屋敷名の付記形態の , 時代による変化

(分家が本家と同 じ屋敷名を採るケ ー

ス と, 本家とは別個の屋敷名を採るケ ー ス)



保有地の復原か ら考究する歴史時代における散居村落
･ 小村落の 成立と構造

型的なⅠⅠタイ プの 居住様式の 景観で ある｡ 条件の 良

い 場所を選好 して , 在家が次々 と居を構えた結果,

列状の 散居形態を採 っ て い るが, 保有耕地の 錯囲も

み られ なか っ た ｡ 勿論 , 家系を異に して い る在家で

あ っ た から同族的紐帯も成立 しなか っ た ｡

1 在家が 1 経営体 ( 農家) か ら成 っ て い た大部分

の事例と は逆に, 1 在家が複数の経営体 ( 農家) か

ら成 っ て い た事例が ,
こ の 地域で もみられた , 中才

( 中在) 屋敷の事例 で ,
こ の 場合 , 字を越えて も同

族関係に ある 2 個の経営体か ら成 っ て い た点が注目

される ｡ 在家の保有耕地の 面積が大きい た め, 複数

の経営体から成 っ て い たた めで , 前稿にお ける字金

入道や 八 幡屋敷 の 事例と同 じで ある ｡ 寛永検地 に際

して 同じ屋敷名を冠 したの は , 当時は何らかの 同族

紐帯的意識が存在して い たためと考えられよう ｡

上述 の ような中世におい て 成立 した本 ･ 分家関係

とは違 っ て , 近世における分家は, そ の 屋敷地が本

家の そ れに隣接して い る場 合に 限 っ て , 本家と 同じ

屋敷名 ( 家号) を冠 して い る ｡ 本家か ら離れた場所

に分家する場合には, そ の場所の 名称を付すために ,

本家とは別の もの になる o 近世の屋敷名は, 中世か

ら継承 された もの にせよ, 分家にともな っ て新 しく
や ごう

付され たもの にせ よ ,
地元 で ｢ 家号 ( 屋号) ｣ と 呼

ばれて い る こ とが示 すよう に, 中世にお ける屋敷名

とは, その 意義を異に して い る｡ すなわ ち, 中世に

おける屋敷名とは ,
そ こに居を構えた ｢ 在家の 名称｣

( 屋敷地 を核と して の 諸役の 負担単位) で あ っ たの

に対して ,
近世の 屋敷名は, その 屋敷地 の 名称, す

なわ ち
,
屋敷地 の 地名なの で ある ｡ したが っ て , 中

世か ら継承 されて い るもの に つ い て は, 中世に お け

る在家の 名称が , 近世に至 っ て 屋敷名に転化した と

言えよう ( 第1 1 図) ｡

｢ 安永風土記｣ にも記載され て い るほ ど長く継承

されて きたかか る屋敷名も , 明治期以降の 分家に対

して 家号 ( 屋号) と して 付す慣習は消滅して い る ｡

したが っ て
, 中世の在家の名称に起源する ほ どの 歴

史を有する屋敷名も,
幕末期の 分布状態以上 に拡散

される こ とはな い の で , 今 日で は ,

一

種 の文化的遺

産と して の性格を有 して い る ｡

最後に , 散居集落に お い て 同族的紐帯 (｢ マ キ｣

や ｢ 棟内｣ な ど) が形成されない 事情に つ い て ,

一

言 加 えて おきたい ｡

本稿におい て 取り上 げた字上鹿合や 北中沢の よう

に , 中世もしく は近世におい て若干 の 分家を出す こ

とが可 能なほ ど広い 字で あ っ て も, そ こに 同族的紐

帯が形成され なか っ た の は , 農業 生産上そ の必要が
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無か っ たか らで ある ｡ 今日 もなお中世の耕地 景観を

残 して い る
一 関市の 本寺 ( 骨寺) 地区の濯概用水系

統か らも知りうる ように, 散居
･ 小村落の居住形態

を採 っ て い る地域で は, 僅かで あるが傾斜が存在す

るた めに, 網状の 木田濯概用水路が
一 面に展開して

い る ｡ したが っ て ,
｢ 田越 し濯概｣ さ え行え ば, ど

の 場所で も潤沢な濯概用水が得られ た ｡ 田越 し濯慨

と は言 っ て も, 狭小な自己の 保有 ( 所有) 水 田を通

り抜けるだけで ある｡ 錯国状態の耕地 に対して香水

や
,
それを伴うような 田越し潅概をか つ て 広く行 っ

て きた西 日本における集居村落の構造とは, 本質的

に異な っ て い る｡ また ,
胆沢扇状地におい て は , 網

状の 濯概用水路は ,
大体 ｢字｣ の境界にな っ て い る ｡

したが っ て
,
濯概用水路の

一

部を若干堰止 めさえす

れば
,
字の 内側に用水を引き込 む こと は容易で あ っ

た ｡ 字の 中央に居を構えた在家農民は, 潤沢な用水

を容易に宇内の 水田に引き込む ことが でき, 水田経

営を柱とする営農に励ん だ｡ 潤沢な用水 の 清流の
一

部は, 屋敷近く の 溜 り場 にも導水 され ,
｢ ツ ケ エ イ

ド ( 使い 井戸)｣ と呼ばれ て ,
生活上 の雑用水に も

利用され て い たほ どで ある ｡ こ の ような居住
･ 営農

形態を採 っ て い る以上 ,
1 本の 水 田潅概用水系統で

本 ･ 分家が結び つく必要は生 じなか っ たからで ある｡

畿内を中心と した西 日本で は, 中世後期か ら近世

へ の 移行期に, 村落は惣村的地縁集団形態に変貌 し

て い る ｡ こ の ような変貌をみ なか っ た東日本の集居

村落におい て今日 なお同族的紐帯が残存 して い るの

は, 村内の 1 - 2 本の 濯概用水系統沿い に本 ･ 分家

集団が並ぶ傾向
6 )
が有り, 水 田経営上不可 欠の濯概

用水を 同族集団 で 共有 して い る形態が多か っ たとい

う側面を, 見落すべ きで はなか ろう｡ こ の ような い

く つ か の 同族集団が ,
1 個の集居村落

7) ( 近世の 藩

政村) を構成して い る｡ 耕地整理後は この よう な景

観は消滅 したの で ,
同族的紐帯は, 冠婿葬祭や内鎮

守の祭柁 ,
それ に家の新築な どの民俗的諸行事のみ

に残 っ て 同族的意識が構成農家に継承 されて い る｡

こ の ような形で, 複数の 同族集団から構成され て い

る東 日本にお ける集居村落につ い て , 筆者は こ れを

仮に ,
｢ 東 日 本型集居村落｣ と 呼ん で おきたい ｡ 有

賀喜左 ヱ 門
8 )
や福武直

9 )

等が主 たる研究対象と した

の も
,
こ の タイ プの 集居村落で あ っ た ｡

これと は対照的に ,
散居 ･ 小村落におい て は, こ

の ような
一

連の 現象はま っ たく生起しなか っ た ｡ 筆

者は これ を仮に ,
｢ 東日 本型散居村落 ･ 小村落｣

1 0)
と

名付けて おきたい ｡ 本稿におい て 取り上げた段丘面

上 に分布して い た各字は ,
広大 な扇状地 の 平坦面に
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網状に多数分布 して い た字に比 して
, 各字の面積は

広 か っ た ｡ そ の ために, 当初は, 集居村落の原初形

態にもなるい く つ かの 小同族集団の 成立をみ た ｡ し

か し
, 宇内の 潅概用水路も田越 し濯概の 便も良く ,

一 般に 1 個の 同族集団内の 本 ･ 分家間の 距離, 同族

集団相互の 距離共 に隔た っ て い る ｡ 従 っ て , 強固な

同族的紐帯を形成する ことも
,
い く つ かの 同族集団

が凝集居住 して 集居村落に発達する現象も
,
生起 し

なか っ た｡ 原初的な居住様式が存続 したまま, 本質

的に は散居村落の構造と変わ らなか っ たと言えよう ｡

｢ 東 日本型散居村落 ･ 小村落｣ の江戸時代におけ

る分家の派出に よる拡大の メ カ ニ ズ ム 等の 諸ノ割 こ つ

い て は
, 他地域の 事例をも加えて , 更なる検討を進

めた い ｡
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先生に厚くお礼申し上げます｡ 胆沢町の 各機関
,
普

た , 長期に亘 る研究にな りま したため に
, 今は懐か

しい 存在に なられ た方をも含めて
,
各位に深甚の 謝

意を表 します｡

図表等の 作成を手伝 っ て 下 さ っ た新潟大学教育人

間科学部 ･ 人文地理 学教室の学生および卒業生 ( 現

公立学校教諭) に対 して もお礼申し上げます｡

(注)

1 ) 岡村光展 ｢ 胆沢扇状地 における近世の散居集落｣

人文地 理4 3- 4
,
1 9 9 1 , ト 2 3 頁｡

2 ) 岡村光展 ｢ 胆沢扇状地 低位段丘面の 開発と , 近

世の 散居集落｣ , 新潟大学教育学部紀要, 人文

社会科学編3 3- 2 , 1 9 9 2 , 1 4 9 -1 5 8 頁 ｡

3 ) 岡村光展 ｢ 保有地 の復原か ら考究す る歴 史時代

における散居村落 ･ 小村落の 成立と構造一胆沢

扇状地の 事例 ･ ( 1) - ｣ , 新潟大学教育人間科学

部紀要,
人文社会科学編7-1 , 2 0 0 4 , 5 1 16 6 頁｡

4 ) 仙台藩に よる寛永年間の検地に 関して は, 通常

形式の 検地帳は 1 冊も発見されて い ない ｡ 現存

して い る検地 帳はすべ て , 核になる屋敷名を記

した左下に, 名請人名を記載する名寄形式で あ

るo こ の こ とからも, 後者 ( 在家役屋体制の枠

組み を利用 して の貫文高把握) で あ っ た可能性

が高い ｡

5 ) 鎌倉時代 - 室町時代におい て 実際に営農を して

いた農民 ( 百姓) の 屋敷に 関 して
,
こ れが大家

族経営で あ っ た ことを裏付ける ような大型建物

の 遺構の 検出事例は, 今の と こ ろ無い ｡ 現存し

て い る著名な ｢ 箱木の 千年屋｣ ( 神戸市北区)

に して も
,
建築学上の 価値は高い が ,

これ は在

郷の 領主級の 屋敷で ある｡ これ らとは対照的に ,

鎌倉時代にお ける 一 般農民の住居と して
,
愛媛

県歴 史文化博物館内に復原されて い る家屋 ( 今

治市の 片山 内福間遺跡を復原) は ,
土壁の小さ

な住居で ある ｡

6 ) 岡村光展 ｢ 近世越後農村における同族集団 マ キ

の 復原的研究｣ 人文地理3 4- 4 , 1 9 8 2 , 5 6- 7 4 頁 ,

同 ｢ 越後にお け る近世初期の 農村集落｣ , 立命

館大学文学部地理学教室 ･ 同地理 学同致会共編

『地表空間の 組織』, 1 9 8 1 , 所収2 9 6 - 30 3 頁o

そ の 他 , 筆者は , 新潟県南魚沼市の農村を
,
多

学生 と共 に多数探訪 し, 農家の 分布と同族的紐

帯を実地 に調査した ｡

7 ) 中山問地 の 事例で はあるが, 奥会津地 方におい

て は , 集落内で 1 個の本 ･ 分家集団の屋 敷が占

める空間を ,
｢ 坪｣ ( 小字に相当) と称 して いる ｡

1 個の 集落は ,
こ の ような い く つ か の ｢ 坪｣ か

ら構成され て いる ｡ 各 ｢ 坪｣ 上 に居を構えた本 ･

分家間に
,
同族的紐帯で ある マ ケ ( マ キ) が存

在 して い る ｡ 『田 島町 史 ･ 民俗編』, l l - 1 6 頁

( 福島県 ･ 会津 田島町, 1 9 7 7) な ど｡

8 ) 有賀喜左 ヱ 門著作集Ⅹ 『同族と村落』 未来社 ,

2 0 01
,
同 Ⅴ 『村の 生活組織』, 未来社,

2 0 0 1
,

な ど｡

9 ) 福武直 『日本村落の 社会構造』, 東京大学出版

会,
1 9 6 9 , な ど｡

1 0) ｢ 東日 本型集居村落｣ , ｢ 東日本型散居村落 ･ 小

村落｣ の い ずれ の類型にせ よ
,
そ の 対象範囲は ,

概ね北緯4 0
o

線以南の 水 田経営を柱に して きた

地域で ある｡ これ より以北の , とく に内陸の 盆

地におい て は
,
｢ ボ ッ タ播き｣ によ る常畑で の

2 年 3 作 の雑穀や豆額 の 栽培や
,
そ の 常畑を補

完する焼畑 ( ア ラ キ) を営農の 柱に して きた ｡

こ の 地域で は , 限られた水 田にお い て さえ , か

っ て は ヒ エ の作付率が高か っ た ｡ 北緯4 0
o

線以

北の 地域の生活様式に関 して は , 歴史時代にお

い て 方形の 竪穴住居が長く存続する などの諸点

からも,
む しろ北海道の 擦文文化との 共通性 が

指摘されて い る｡


